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２００２年６月１７日 

株式会社 日立製作所 

２００２－１２５ 

    

日立が実運用指向型の｢電子カルテシステム日立が実運用指向型の｢電子カルテシステム日立が実運用指向型の｢電子カルテシステム日立が実運用指向型の｢電子カルテシステムＨＩＨＯＰＳ－ＨＲＨＩＨＯＰＳ－ＨＲＨＩＨＯＰＳ－ＨＲＨＩＨＯＰＳ－ＨＲ
ハイホップス エイチアール

｣を発売｣を発売｣を発売｣を発売    

－運用実績で先行する亀田医療情報研究所と－運用実績で先行する亀田医療情報研究所と－運用実績で先行する亀田医療情報研究所と－運用実績で先行する亀田医療情報研究所と慈風会津山中央病院慈風会津山中央病院慈風会津山中央病院慈風会津山中央病院のノウハウを取り込み製品化のノウハウを取り込み製品化のノウハウを取り込み製品化のノウハウを取り込み製品化    －－－－    
 

株式会社日立製作所 情報・通信グループ（グループ長＆ＣＥＯ：小野功）は、電子カルテシステ

ムの運用実績で先行する株式会社亀田医療情報研究所と慈風会津山中央病院との技術提携で得た 
ノウハウをもとに、「電子カルテシステムＨＩＨＯＰＳ－ＨＲ（以下、「ＨＩＨＯＰＳ－ＨＲ」）」を

開発、このたび製品化し、２００床以上の中規模及び大規模の医療機関向けに６月１８日から販売

します。 

「ＨＩＨＯＰＳ－ＨＲ」は、患者のカルテ(診療録)情報の電子化だけでなく、カルテに付随する紹
介状や手術同意書などの伝票・帳票類も含めて電子化して管理・運用する総合システムです。具体

的には二つの大きな特徴があります。一つ目は、個々の患者に対する医療行為の予定と実績を治療

計画に沿って時系列に見やすく表示する機能をもつ「ハイパーフローシート」です。二つ目は、カ

ルテに付随する伝票・帳票を各病院の運用に合わせたフォーマットで電子化し、簡単に「ハイパー

フローシート」に取り込む機能をもつ「ｅフォームナビゲーター」です。これにより、診療に必要

な患者情報の一元管理を行え、「ハイパーフローシート」を活用した診療スタッフ間の情報共有およ

び連携ができるため、より効率的なチーム医療が可能になります。 
当社では、今後マーケットの拡大が見込まれる電子カルテ市場に本格参入し、２００６年度まで

に３００ユーザーへの販売を目指します。 
 
厚生労働省は、「ｅ－Ｊａｐａｎ重点計画」に沿って、２００１年１２月に発表した「保健医療分

野の情報化にむけてのグランドデザイン」の中で、電子カルテシステムのもたらす効果として、医

療機関内、医療機関間の情報共有や、診療情報の調査・研究への活用などが進むことで、医療の質・

効率の向上が期待できると述べています。また、「２００６年度までに全国の４００床以上の病院お

よび全診療所の６割以上に電子カルテシステムの普及を図ること」を目標として掲げ、あわせて政

策的な支援も開始しており、今後急速に電子カルテシステムが普及すると見込まれます。 

 

当社では、病院の基幹システム構築において、今回製品化した「電子カルテシステム 

ＨＩＨＯＰＳ－ＨＲ」を中核に、診療支援システム、医療事務システム、経営支援ソリューショ

ンからなる「ＨＩＨＯＰＳシリーズ」と連携したトータルな病院情報ソリューションを提供します。 

    

■本製品の主な特徴■本製品の主な特徴■本製品の主な特徴■本製品の主な特徴    

１．ハイパーフローシートで１．ハイパーフローシートで１．ハイパーフローシートで１．ハイパーフローシートで診療に必要な情報を共有しチーム医療を支援診療に必要な情報を共有しチーム医療を支援診療に必要な情報を共有しチーム医療を支援診療に必要な情報を共有しチーム医療を支援    

「ハイパーフローシート」は、株式会社亀田医療情報研究所の運用ノウハウを取り込んで当社が

開発した機能です。クリティカルパス(*1)や、温度板情報(*2)、医師の指示情報、看護行為など、

個々の患者に対する医療行為の予定と実績を治療計画に沿って時系列に見やすく表示する機能です。
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また、ワンクリックで投薬内容や検査項目などの詳細情報を参照できます。本機能により、医師が

診断を行う際に必要となる、患者の容体や施されている診療行為の全体像、詳細情報の確認が容易

になります。また、看護師や各スタッフによる診療行為も、画面上で実施・未実施が色分け表示さ

れるため一目で状況が確認できます。これにより、「ハイパーフローシート」上で個々の患者の診療

情報を共有できるため、より効率的なチーム医療が可能となり、診療の質と効率の向上を図ること

ができます。 
(*1)クリティカルパス： 
縦軸に検査・処方・注射などの医療行為、横軸に時間軸を持つ診療計画表で、診療の効率化や均質化、コスト削減
を図るためのツールとして注目されている。 
(*2)温度板情報： 
体温、脈拍、呼吸、血圧をグラフによって示すほか、検査、食事、排尿、排便回数、身長、体重などを記入し、患
者の状態の概要を継続的に見ることができる。 
    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

ハイパーフローシート画面（一部抜粋） 

    

２．２．２．２．ｅフォームナビゲーターでカルテ周ｅフォームナビゲーターでカルテ周ｅフォームナビゲーターでカルテ周ｅフォームナビゲーターでカルテ周辺の伝票・帳票まで含めた電子化運用を実現辺の伝票・帳票まで含めた電子化運用を実現辺の伝票・帳票まで含めた電子化運用を実現辺の伝票・帳票まで含めた電子化運用を実現    

「ｅフォームナビゲーター」は、慈風会津山中央病院の電子カルテシステム(１９９９年１２月よ

り稼動)のノウハウを取り込んで開発した機能です。カルテに付随する伝票・帳票を各病院の運用に

合わせたフォーマットで電子化し、簡単に「ハイパーフローシート」に取り込む機能です。また患

者基本情報を取り込める入力フォームを、ワープロレベルの操作で簡単に作成できます。これによ

り、それぞれの病院では、従来の運用を大幅に変えることなく事務作業の効率化が図れ、あわせて

紙伝票・帳票の保管スペースも削減できます。 

    

３．カルテ作成を支援する便利な機能で、医師の入力負担を軽減３．カルテ作成を支援する便利な機能で、医師の入力負担を軽減３．カルテ作成を支援する便利な機能で、医師の入力負担を軽減３．カルテ作成を支援する便利な機能で、医師の入力負担を軽減    

疾病や診療科などのテーマごとに診療項目をパターン登録するテンプレート機能や、ペンタブレ

ットを利用した所見イメージ入力機能を用意しています。これらの機能により、カルテを作成する

医師の入力の負担を軽減します。また、「ハイパーフローシート」から簡単にカルテを呼び出せる

ため、スムーズにカルテの作成が行えます。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

医師の指示情報医師の指示情報医師の指示情報医師の指示情報    

温度板情報温度板情報温度板情報温度板情報    

実施・未実施の色分け表示実施・未実施の色分け表示実施・未実施の色分け表示実施・未実施の色分け表示  

時間軸時間軸時間軸時間軸    

医
療
行
為

医
療
行
為

医
療
行
為

医
療
行
為    

ワンクリックで詳細情報参照ワンクリックで詳細情報参照ワンクリックで詳細情報参照ワンクリックで詳細情報参照    

ｅフォームナビゲーターｅフォームナビゲーターｅフォームナビゲーターｅフォームナビゲーター  
で作成した帳票類の呼び出しで作成した帳票類の呼び出しで作成した帳票類の呼び出しで作成した帳票類の呼び出し  

(体温、脈拍、呼吸数、血圧を表示) 
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■販売目標■販売目標■販売目標■販売目標    

２００６年までに３００ユーザー 

    

■システム価格■システム価格■システム価格■システム価格    

２００床前後の医療機関向け ２億円～ 
[内訳：ハード（サーバ 1台、クライアント１００台程度を想定）、ソフト、パッケージ、 
導入支援サービス] 
    

■■■■出荷時期出荷時期出荷時期出荷時期    

２００２年１０月末 

    

■展示■展示■展示■展示    

本製品は、（財）日本病院会、（財）日本経営協会が主催する「国際モダンホスピタルショウ 

２００２」（会期：２００２年７月１７日（水）～１９日（金）、会場：東京ビッグサイト（東京国

際展示場））に出展します。（http://www.noma.or.jp/hs/） 

    

■日立病院情報ソリューション「ＨＩＨＯＰＳシリーズ」ホームページ■日立病院情報ソリューション「ＨＩＨＯＰＳシリーズ」ホームページ■日立病院情報ソリューション「ＨＩＨＯＰＳシリーズ」ホームページ■日立病院情報ソリューション「ＨＩＨＯＰＳシリーズ」ホームページ    

http://www.hitachi.co.jp/app/iryou 

    

■■■■取扱事業部・照会先取扱事業部・照会先取扱事業部・照会先取扱事業部・照会先    

株式会社日立製作所 情報・通信グループ 公共システム事業部 

カスタマ・リレーションズセンタ［担当：川村、廣田］ 

〒１３６－８６３２ 東京都江東区新砂一丁目６番２７号 新砂プラザ 

電話 ０３－５６３２－７４１２（ダイヤルイン） 

    

■■■■報道関係問合せ先報道関係問合せ先報道関係問合せ先報道関係問合せ先    

株式会社日立製作所 情報事業統括本部 経営企画本部 

経営企画部 広報グループ［担当：平野］ 

〒１０１－８０１０ 東京都千代田区神田駿河台四丁目６番地 

電話 ０３－５２９５－１６８２（ダイヤルイン） 

 

以  上 



----------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
このニュースリリースに掲載されている情報は、発表日現在の情報です。 
発表日以降に変更される場合もありますので、あらかじめご了承ください。 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
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